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近畿地方整備局福井県奥越地域における計画段階評価

１．福井県奥越地域の課題

① 災害時におけるリダンダンシーの確保
② 災害に強い安全・信頼性が高い道路の確保
③ 第三次医療施設への定時性・速達性・走行安定性の

向上

３．政策目標

図３ 旧和泉村役場からの60分圏域

① 防災対策が必要な急峻な法面等の存在
○奥越地域の国道１５８号は、大半が災害に脆弱な区間（図４）

・防災点検要対策箇所 →大野東～油坂出入口区間：50箇所

（うち和泉～油坂出入口区間：27箇所）

・平面線形が厳しい箇所→大野東～油坂出入口区間：25箇所

（うち和泉～油坂出入口区間：10箇所）

２．原因分析

② 高速ネットワークが未整備

図４ 線形が厳しい箇所及び防災点検要対策箇所
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○国道１５８号は、当該地域と大野市街・
福井市方面を連絡する唯一の幹線道路

○該当箇所全線が異常気象時通行規制区間
（連続雨量140mm以上:通行止め）に指定

○土砂災害・豪雪等による通行止めが度々
発生しており、現道は信頼性が低く、

日常生活に重大な影響（図１）

○土砂災害・豪雪時の通行止めにより、

広域迂回が強いられる（図２）

図５ 旧和泉村役場からの60分圏域の拡大

防災点検要対策箇所 ： 27箇所
平面線形が厳しい箇所 ： 10箇所

○福井県奥越地域（旧和泉村）に
は第三次医療施設がなく、周辺
地域の施設に依存せざる得ない
状況（図５）

（旧和泉村からの搬送人数は
H17～H21の5年間で延べ172人）

②救急医療機関へのアクセス

○ 救急救命を担う最寄りの第三次
医療施設（福井県立病院）まで
は67分、分娩可能な医療施設
（郡上市民病院）へは約50分を
要する地域（図３）

出典：福井県資料
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図１ 国道１５８号の通行止め回数（H13～22）
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①自然災害発生による通行止めが日常生活に影響

名神高速道路

福井市役所

土砂災害・豪雪等
により不通

図２ 災害時の迂回状況
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近畿地方整備局

対策案：案①による対策が妥当

（参考）当該事業の経緯等
PI等の状況

H17. 2月：案①がＰＩにおいて推奨

地域の要望等
H23. 7月：大野市長等が、国土交通大臣に早期事業化を要望
H23. 8月：中部縦貫自動車道建設促進福井協議会が、国土交通

大臣に災害時のリダンダンシー確保を求める提言で早期
事業化を要望

H23. 9月：福井県知事等が、国土交通大臣に災害に強い高速道路
ネットワークの早期整備を要望

H23.10月：福井県知事が国土交通大臣に大野油坂道路(未事業化
区間)の早期事業化を要望

・路線名 ： 一般国道１５８号 大野油坂道路

・区間 ： 和泉・油坂区間（大野市貝皿～大野市東市布）

・概略延長 ： １５．５km
・道路規格 ： １種４級

・標準車線数 ： ２車線（完成）
・設計速度 ： ６０km/h
・ルート（案） ： 図６, 案①のとおり

・路線名 ： 一般国道１５８号 大野油坂道路

・区間 ： 和泉・油坂区間（大野市貝皿～大野市東市布）

・概略延長 ： １５．５km
・道路規格 ： １種４級

・標準車線数 ： ２車線（完成）
・設計速度 ： ６０km/h
・ルート（案） ： 図６, 案①のとおり
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大野東・和泉区間
14.0km

和泉・油坂区間
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異常気象時事前通行規制区間
37.0km （連続雨量140mm）

大野市
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福井県

防災点検要対策箇所 ：27箇所
平面線形が厳しい箇所 ：10箇所

福井県奥越地域における計画段階評価
お く え つ

図６ 奥越地域における対策検討

・ バイパスにより現道の代替路となり、リダンダンシーが確保できる。 ・ 現道を利活用するため、リダンダンシーが充分に確保できない。

指標：災害時における迂回路延長 （福井市役所 → 郡上市役所）

指標：代替路確保延長比率 １００％　（代替路延長 15.5km／全体延長 15.5km） ４６％　（代替路延長 7.9km／全体延長 17.3km）

指標：平面線形が厳しい箇所（R＜60m）への対応

指標：防災点検要対策箇所への対応

・
・

自動車専用道路として整備することから、走行性・定時制・速達性が向上
第三次医療施設へのアクセス性が向上

・
・

平面交差が29箇所あり、出入り制限が無いため、走行性・定時制・速達性に劣る
第三次医療施設へのアクセス性が向上

指標：旧和泉村から60分圏域内の第三次医療施設数

指標：旧和泉村から中濃厚生病院(第三次医療施設)への搬送時間

○ △

【案②】　現道対策

約 ２９０億円約 ５９５億円

○

△

△

○

現道を一部改良し、防災対策、線形改良等を実施し、一般国道として整備
道路規格：１種４級　・　車線数：２車(完成)　・　設計速度：60km/h

・　平面線形が厳しい箇所、防災点検要対策箇所をバイパスにより全て回避

【案①】　別線整備

回避 ： １０／１０箇所

回避 ： ２７／２７箇所

【現況】 ０施設　⇒　【整備後】 ２施設　（福井県立病院、中濃厚生病院）
　※中部縦貫自動車道　整備時

評　　　価　　　軸

政
策
目
標
に
対
す
る
指
標

①災害時におけるリダンダンシーの確保

②安全・信頼性が高い道路の確保

③第三次救急医療施設への
　　走行性・定時性・速達性の向上

道路規格

・経済性に優れるが、走行性・定時制・速達性に劣り、高規格ネットワークのミッシング区間
・地形改変が大きく、自然環境への影響が大きい

道路規格：３種３級　・　車線数：２車(完成)　・　設計速度：　50km/h

○ 【現状】212km（名神高速道路経由） ⇒ 【整備後】212km（名神高速道路経由）
（災害時におけるリダンダンシーが確保できないため変化なし）

・　平面線形が厳しい箇所、防災点検要対策箇所を一部回避

【現況】０施設　⇒　【整備後】１施設　（福井県立病院）
　※中部縦貫自動車道　整備時

現況と変わらず　【現況】 ６８分　⇒　【整備後】 ６８分

×

回避：１／１０箇所　（※和泉ICへの取付部における別線ルートにより一部回避）

回避：９／２７箇所　（※和泉ICへの取付部における別線ルートにより一部回避）

総合評価

自動車専用道路による全線バイパスを整備

【現状】212km（名神高速道路経由）
　　　　　⇒ 【整備後】101km（中部縦貫自動車道利用）　▲111km短縮

・自動車専用道路としての機能を確保
・トンネルや橋梁構造により、地形改変を 小限とし自然環境に配慮

概　　　要

事業費

約８分短縮　【現況】 ６８分　⇒　【整備後】 ６０分

４．対策案の検討
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近畿地方整備局

地域の要望等
・H23年 7月：大野市長等が、

国土交通大臣
に早期事業化
を要望

・H23年 8月：中部縦貫自動
車道建設促進
福井協議会が、
国土交通大臣
に災害時のリダンダンシー確保を求める提言で早期事業化を要望

・H23年 9月：福井県知事等が、国土交通大臣に災害に強い高速道路ネットワークの
早期整備を要望

・H23年10月：福井県知事が、国土交通大臣に大野油坂道路(未事業化区間)の早期事業
化を要望

旧和泉村役場～福井県立病院：
６７分→５５分（１２分短縮）

旧和泉村役場における60分圏人口：
0人→566人（566人増）

・起 終 点：福井県大野市貝皿～福井県大野市東市布

・延 長 等：１５．５ｋｍ（２車線、設計速度６０km/h）

・全体事業費：約５９５億円

・計画交通量：約４，５００台／日

・総費用(Ｃ)：約４５２億円

・総便益(Ｂ)：約５２１億円

・Ｂ／Ｃ ：１．２

・経済的内部収益率（EIRR）：４．５％

ＰＩ等の状況
・H17年2月：ＰＩの実施

ルート帯について
のアンケート調査

効果２ 第三次医療施設への速達性向上
・分娩可能な医療施設が増加

・高速ネットワークが整備されることにより、第三次医療施設までの
６０分圏域が拡大（図３）

・更に分娩可能な医療施設が増加（１→４医療施設）
（郡上市民病院、福井大学医学部付属病院、福井県立病院、済生会病院）

効果１ 異常気象・災害時における
緊急輸送道路の確保

・異常気象・災害時においても、第１
次緊急輸送路を確保できることから、
地域の安全性・信頼性を確保

・災害協定を結んでいる都市（郡上市、
岩倉市、他２都市）との所要時間が
短縮（図２）

図１ 事業位置図

①幹線道路が異常気象・災害時に通行止め
・国道１５８号は、積雪、落石、土砂崩れ等による通行止めが発生し

ており、緊急時輸送のためのリダンダンシー確保が課題
・福井県大野市は、岐阜県郡上市、愛知県岩倉市外２市と災害時相互

応援協定を締結しているが、災害時に国道１５８号が分断されるこ
とにより、都市間の連携に支障

②救急医療施設への速達性
・現道区間は、線形の厳しい箇所（１０箇所）が点在
・福井県奥越地域（旧和泉村）は、第三次救急医療施設へ６０分で到

達できない地域（図３）

中部縦貫自動車道 大野油坂道路（和泉・油坂区間）に係る新規事業採択時評価

※１：総費用、総便益については、基準年（H23年）に
おける現在価値を記入。

※２：便益には、３便益（走行時時間短縮便益、走行
時間経費減少便益、交通事故減少便益）を計上。

大野油坂道路大野油坂道路

（和泉～油坂区間）（和泉～油坂区間）

図２ 大野市と災害相互応援協定を結んでいる
都市間の所要時間

図３ 旧和泉村役場からの60分圏域の拡大
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（第三次医療施設）

約68分→60分

約67分→55分

60分圏域の拡大

乗用車 小型貨物 普通貨物

約1,500台/日 約500台/日 約2,500台/日

乗用車 小型貨物 普通貨物

約1,500台/日 約500台/日 約2,500台/日

走行時間短縮 走行費用減少 交通事故減少

約４１６億円 約９７億円 約８億円

走行時間短縮 走行費用減少 交通事故減少

約４１６億円 約９７億円 約８億円

おおの かいざら おおの ひがしいちぬの

福井県

石川県

富山県

岐阜県

愛知県

滋賀県

長野県

京都府

１．事業概要

２．地元調整の経緯等

４．整備効果

３．道路交通上の課題

大野市

郡上市

岩倉市

大野市～郡上市
87分 ⇒ 55分
（32分短縮）

大野市～岩倉市
136分 ⇒ 104分

（32分短縮）
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大野油坂道路大野油坂道路
（和泉～油坂区間）（和泉～油坂区間）

中濃厚生病院
（第三次医療施設）
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近畿地方整備局

標準横断図

（一般部）

（橋梁部）

（トンネル部）

（単位：ｍ）

３便益Ｂ／Ｃ 1.2

総費用 452億円 総便益 521億円 基準年

事 業 費：405億円

維持管理費： 47億円

走行時間短縮便益：416億円

走行経費短縮便益： 97億円

交通事故減少便益： 8億円

平成23年度
３便益Ｂ／Ｃ 1.2

総費用 452億円 総便益 521億円 基準年

事 業 費：405億円

維持管理費： 47億円

走行時間短縮便益：416億円

走行経費短縮便益： 97億円

交通事故減少便益： 8億円

平成23年度
※費用対便益算定上の事業期間は１０年としている

現道（国道１５８号）
H17：1,800台/日
H42： 200台/日

（大野油坂道路整備あり）

中部縦貫自動車道 大野油坂道路（和泉・油坂区間）に係る新規事業採択時評価
ちゅうぶじゅうかん おおのあぶらさか いずみ あぶらさか
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